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　焼畑あつみかぶ病害虫防除体系
2025.2月時点の農薬登録情報により作成

対象病害虫 登録農薬名 希釈倍数 使用時期 備　　　　考

キスジノミハムシ・アブラムシ類 スタークル粒剤 ６ｋｇ／１０ａ 播種時 播溝土壌混和（播種直後、土壌混和）

ネキリムシ類 播種時 1回 作条散布

出芽時 1回 土壌表面散布

作物生育中
収穫４５日前まで

1回 株元散布

ハスモンヨトウ・アオムシ エルサン粉剤２ ３ｋｇ／１０ａ 収穫３０日前まで

キスジノミハムシ・ヨトウムシ・ハスモンヨトウ エルサン乳剤（劇物） １,０００倍 収穫３０日前まで
【劇物】～櫛引・藤島JAｸﾞﾘｰﾝ資
材窓口にて、印鑑・受領印必要。

カブラハバチ・アブラムシ類 マラソン粉剤３ ３ｋｇ／１０ａ 収穫１４日前まで

カブラハバチ・アオムシ マラソン乳剤 １０００倍 収穫１４日前まで

ハスモンヨトウ プレオ ﾌﾛｱﾌﾞﾙ １０００倍 収穫３日前まで

コナガ・キスジノミハムシ・メイガ類・ハ
スモンヨトウ・アオムシ

ブロフレア ＳＣ ２０００～４０００倍 収穫前日まで

コナガ １,０００倍

キスジノミハムシ ２,０００倍

軟腐病 コサイド３０００ ２,０００倍 －
バイカルティ1000倍加用
100～300Ｌ/10ａ

軟腐病・べと病 ヨネポン水和剤 ５００倍 収穫７日前まで

除草剤 畑地一年生雑草
ラウンドアップ
マックスロード

２００～５００ml
/１０a

耕起前まで
【 雑草生育期 】

通常散布50～100Ｌ/10ａ
少量散布5～50Ｌ/10ａ
雑草茎葉散布

＊使用時期の「収穫の前日まで」とは、薬剤散布を終了した時刻より２４時間を経過するまで収穫出来ないことを示します。

＊１０ａ当りの散布量は生育に応じて１５０リットル～２００リットル位。

１．病害虫は多発してからの防除では遅い！　出来るだけ予防防除に努める。
２．適正な栽植密度とし、間引きをするなど通風・作業性をよくしてください。
３．高温時の防除は、薬害を起こす恐れがあるので避ける。　早朝か夕方に行う。
４．防除の際は散布機の洗浄を確認し、他剤との混用にならないように注意する。
５．ドリフト軽減ノズルや防薬ネットを使用するなど、飛散防止に努める。

ダイアジノン粒剤５ ６ｋｇ／１０ａ
合わせて
２回以内キスジノミハムシ

収穫前日まで ３回以内
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使用回数

殺菌剤
－

４回以内

殺虫剤

１回

１回

合わせて
２回以内

合わせて
４回以内

２回以内

３回以内

アニキ乳剤


